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　財団法人クリーン・ジャパン・センターは、経済産業省の支援のもとに、廃棄物の発生抑制、リユー
ス、再資源化に資する優れた事業や取り組みを行っている企業・事業団体の奨励・普及を目的とし
て、それらを広く公募、発掘し、表彰しております。
　本表彰はクリーン・ジャパン・センターが設立された昭和50年に「再資源化貢献企業表彰」の名
称でスタートし、本年で27年目を迎えるに至ったリサイクルや環境保全の表彰制度としては最も長
い歴史を持つ表彰制度の一つです。
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環境と資源の制約を克服し持続的な成長を遂げるために、我が国の経済システムを循環型に転換させること

が強く求められています。この要請を受け、平成12年春には日本の循環型社会のルールを定める各種リサイク

ル法案が成立し、また先に制定されている家電リサイクル法等諸法案も完全施行されるなど我が国は循環型

社会の実現に向け大きく歩み出したところです。

このような背景のもとで経済産業省の支援を得て平成13年度「資源循環技術・システム表彰」の対象を募集し、

多くの応募者の中から循環型社会の構築に寄与する技術等を表彰できることは誠に意義深いことです。

今年度は総数で24件の応募を頂きました。審査委員会での厳正な審査の結果、この中から経済産業省産業

技術環境局長賞3件、財団法人クリーン・ジャパン・センター会長賞9件、合計12件14社・1自治体を表彰致すこと

が適当との結論に至りました。

表彰の内容について本表彰制度の対象区分に沿って総括的に紹介致します。

（1）「再生資源の有効利用事業」については、産業技術環境局長賞として「ごみRDFと工場内発生物の複合
利用」、「ごみ溶融スラグ」及び「工場排水」に関する有効利用事業、会長賞として「廃酸」、「廃アルカリ」
及び「建設副産物」の有効利用事業を表彰致します。

（2）「使用済み物品の再使用事業」については「ドラム缶」及び「一般消費者向け中古製品」の再利用事業を
会長賞として表彰致すことが適当と判断致しました。

（3）「副産物・廃棄物の発生・排出抑制」については「電子部品」の製造工場での発生・排出抑制を2件表彰
致します。

（4）「再生利用または再使用技術・装置・システムの開発事業」に関しては「掘削土」及び「スプリングマットレス」
の再資源化装置の開発を表彰致します。

 

以上のとおり、今年度も様 な々観点から「再生資源の有効利用」、「使用済み物品の再使用事業」、「副産物・

廃棄物の発生・排出抑制」及び「再生利用または再使用技術・装置・システムの開発事業」に取組み、顕著な

成果を挙げておられる方々から多数の応募を頂き、特に優れた事業、技術をこの度、表彰致すこととなりました。

以上
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